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予算現額 収入済額 収入率
地方交付税 4,497,503,000 円 4,497,503,000 円 100.0％

市税 1,855,380,000 円 1,857,761,012 円 100.1％

国庫支出金 1,800,631,000 円 1,541,923,153 円 85.6％

県支出金 1,110,202,000 円 842,024,276 円 75.8%

市債 891,068,000 円 356,068,000 円 40.0％

繰越金 425,100,000 円 425,100,964 円 100.0％

諸収入 335,744,000 円 276,601,449 円 82.4%

その他 1,413,960,000 円 1,364,008,188 円 96.5％

合計 12,329,588,000 円 11,160,990,042 円 90.5％

◎一般会計歳入

用語説明

【地方交付税】地方公共団体が等しく行うべき事務を遂行で
きるよう、一定の基準により国を通じて交付されるお金

【市税】市民の皆さんに納めていただいた市民税や固定資産
税などの税金

【国庫支出金】国から市に支出される補助金や委託金など
【県支出金】県から市に支出される補助金や委託金など
【市債】市がさまざまな事業を行う時、長期に渡って借りる

お金
【繰越金】前年度から繰り越されたお金
【諸収入】市の預金利子や各種貸付金の元利収入
【その他】財産収入や使用料および手数料、寄附金、国から

の各種交付金など
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　平成 28 年 3 月 31 日現在の市債残高（市が借り入れたお金
の残金）は、次のとおりです。
　なお、平成 27 年度の一時借入金（年度内の支払資金不足
を補うため一時的に借り入れるお金）はありません。

　平成 28 年 3 月 31 日現在の市民の負担は、次のとおりです。
　個人市民税の収入済額は、4 億 9,715 万 6,628 円で、これ
を市民一人あたり（平成 28 年 3 月 31 日現在住民基本台帳
人口 20,329 人）にすると、約 2 万 4,455 円となります。
　一世帯あたり（平成 28 年 3 月 31 日現在住民基本台帳世
帯数 9,907 世帯）では、約 5 万 182 円となります。

市民一人あたり

24,455 円

問市財政課財政係
☎ 35-1111（内線 381・382）

◎一般会計歳出
予算現額 支出済額 支出率

民生費 4,026,462,200 円 3,670,420,600 円 91.2％

総務費 2,432,895,000 円 1,837,160,196 円 75.5％

教育費 918,804,000 円 795,860,677 円 86.6％

公債費 772,115,000 円 772,113,955 円 100.0％

衛生費 921,024,000 円 753,886,852 円 81.9％

農林水産業費 1,048,845,000 円 747,519,493 円 71.3%

土木費 1,048,213,000 円 701,437,572 円 66.9%

その他 1,161,229,800 円 1,011,058,393 円 87.1％

合計 12,329,588,000 円 10,289,457,738 円 83.5％
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用語説明

【民生費】子どもや高齢者、体の不自由な方のために使われ
る経費

【総務費】行政運営のために使われる経費
【公債費】えびの市の借入金の返済のために使われる経費
【衛生費】ごみ、し尿の処理や、市民の皆さんの健康を守る

ために使われる経費
【農林水産業費】農業、畜産の振興のために使われる経費
【教育費】学校、体育施設や文化財などの整備や、教育の振

興のために使われる経費
【土木費】道路建設や公園の整備などに使われる経費
【その他】市議会の運営や、商工の振興、防災活動などに使

われる経費

◎特別会計の状況
会計名

歳入 歳出
予算額 収入済額 予算額 支出済額

国民健康保険特別 4,165,682,000 3,720,284,707 4,165,682,000 3,729,975,879

後期高齢者医療特別 633,245,000 630,227,030 633,245,000 628,184,469

介護保険特別 3,149,989,000 3,081,669,368 3,149,989,000 2,817,977,511

合計 7,948,916,000 7,432,181,105 7,948,916,000 7,176,137,859

◎市債残高と一時借入金の状況

区分 現在高

市
債

一般会計 6,954,348

水道事業会計 1,223,436

病院事業会計 20,671

一時借入金 0

【単位：千円】

【単位：円】

◎住民負担の状況

一世帯あたり

50,182 円
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◎これからの投票所入場券
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【投票までの流れ】
①投票所入場券を持って、期日前投票所に行く。
②期日前投票所で宣誓書を記入する。
③投票所入場券と宣誓書を持って受け付けを済ませて投票
する。
※宣誓書を記入する待ち時間が生じていました。

な
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この部分が宣誓書になります。
事前に必要事項を記入して、期日前投票所に持参してください。

◎これまでの期日前投票

【投票までの流れ】
①あらかじめ、投票所入場券裏面の宣誓書に必要事項を記
入して、期日前投票所に行く。
②受け付けを済ませ、投票する。
※記入時間がなくなり、手続きがスムーズに行えます。

◎これからの期日前投票

参　議　院　議　員　通　常　選　挙

期日前投票用紙請求書兼宣誓書

　私は、選挙当日、下記の事由に該当する見込みです
ので、投票用紙の交付を請求します。

※該当する番号を○で囲んでください。

　
　
　
事
　
　
由
　

1 号 仕事・学業・地域行事の役員・本人又は親族の冠婚葬祭

2 号 自分の投票区域外に外出・旅行・滞在

3 号 出産・病気等のため歩行困難

5 号 住所移転のため、えびの市外に居住

上記は、真実であることを誓います。

平成　　年　　月　　日

氏　　名
（生年月日）

（明・大・昭・平　　年　　月　　日）

現　住　所
えびの市大字

選挙人名簿
に記載され
ている住所

（現住所と異なる場合に記入）

期日前投票をする人は、左にある「期日前投票用紙請
求書兼宣誓書」を記入して持参すると早く済みます。

※該当する番号を○で囲んでください。

　
　
　
事
　
　
由
　

1 号 仕事・学業・地域行事の役員・本人又は親族の冠婚葬祭

2 号 自分の投票区域外に外出・旅行・滞在

3 号 出産・病気等のため歩行困難

5 号 住所移転のため、えびの市外に居住

上記は、真実であることを誓います。

平成　　年　　月　　日

記入例

〇

28 △ △
氏　　名

（生年月日）
（明・大・昭・平　　年　　月　　日）

現　住　所
えびの市大字

選挙人名簿
に記載され
ている住所

（現住所と異なる場合に記入）

えびの　太郎
〇 11 11 11

栗下 1234 番地 567
八九アパート 10 号

参 議 院 議 員 通 常 選 挙

投票日　　平成 28 年〇月○日（○）
場　所　　指定された各投票所

時　間　　午前７時から午後６時まで

【期日前投票について】
場　所　　えびの市役所
時　間　　午前○時○○分から午後○時まで
期　間　　平成 28 年○月○日（○）～○月○日（○）

☆☆☆大切で、とても貴重な　その一票☆☆☆

投票所入場券
はこちら

投　票　所　入　場　券

選挙名 参議院議員通常選挙

選挙日時
平成 28 年○月○日（○）

午前７時から午後 6 時まで

投票所

選挙人 性別

投票区
自治会

の区域

ページ 番号

この入場券は、投票日まで大切に保管し、本人が投票所へご持参く
ださい。

投票所入場券を紛失されても、本人であると確認できれば投票でき
ます。（投票所入場券を持参されない場合、受付で少々時間がかかり
ます。）

期日前投票期間中は、土曜・日曜も投票できます。

名簿対照 受付番号

投票日は○月○日（○）です。
※必ず投票所・日時などを投票所入場券でお確かめ下さい。

郵　便　は　が　き

参議院議員通常選挙
投票所入場券

期日前投票用紙請求書
兼宣誓書はこちら

選挙事務

重要

えびの市選挙管理委員会

〒 889-4292
宮崎県えびの市大字栗下 1292 番地
電話（0984）35-1111 内線 421・422

《期日前投票のご案内》

投票日に仕事や用事等で投票所へ行けない人は、期日
前投票ができます。期日前投票の際は、この投票所入
場券をご持参ください。
　なお、投票所入場券の裏面の「期日前投票用紙請求
書兼宣誓書」を記入して持参すると、手続きが早く済
みます。

場　所　　えびの市役所
時　間　　午前○時○分から午後○時まで
期　日　　平成 28 年○月○日（○）～○月○日（○）

※期日前投票期間中は、土曜・日曜も投票できます。

※投票所入場券をご持参ください。

※投票所入場券裏面の「期日前投票用紙請求書兼宣誓
書」を記入して持参すると、手続きが早く済みます。

（表）

（裏）
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平成 27 年度事業別寄附件数と金額

平成 27 年度寄附金の使い道（基金からの繰り入れ）

事業の種類 件数 金額

地域福祉の充実などに関する事業 506 件 18,201,000 円

自然環境の保全などに関する事業 438 件 12,760,000 円

伝統文化の保存などに関する事業 90 件 2,420,000 円

その他市長が必要と認める事業 1670 件 49,471,000 円

合計 2,704 件 82,852,000 円

事業名 金額

地域福祉活動事業 585,000 円

森林づくり活動支援補助事業 100,000 円

みどりの少年団育成事業 61,000 円

文化活動事業等報償金 180,000 円

畜産振興事業 710,000 円

ぷらいど 21 基金積立 1,000,000 円

「島津義弘公」電子絵本製作委託事業 2,808,000 円

えびの京町温泉マラソン大会補助事業 4,300,000 円

合計 9,744,000 円

ふ
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に
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。
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82,852,000 円

寄附額の推移
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対
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‐
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１
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（
内
線
３
２
1
）

平成 26 年度 平成 27 年度

○寄附者からのメッセージ（一部抜粋）

・離れている私たちは、いつもふるさとのことを思い、にぎわいのある元気なふるさと

であり続けてほしいと願っています。

・いつも元気をありがとうございます。離れてはいますが、「広報えびの」や「Facebook」

などのおかげで、今でもえびのが身近に感じられます。いつもふるさとを応援しています。

・全国へ「えびの市」をアピールすることを希望します。頑張ってください。

・子育て世代に働きやすく、住みやすい日本一のまちづくりを目指してください。

・毎回えびのの情報をありがとうございます。微力ながら「ふるさとえびの」を応援し

ています。
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え
び
の
市
で
起
業
・
創
業
す
る
人
を
支
援

「
創
業
支
援
事
業
」

　

市
で
は
、
産
業
競
争
力
強
化
法

に
基
づ
く「
創
業
支
援
事
業
計
画
」

を
策
定
し
、
国
の
認
定
を
受
け
ま

し
た
。
市
の
産
業
の
活
性
化
、
強

化
を
図
る
た
め
、
市
内
で
創
業
す

る
人
の
支
援
を
実
施
し
ま
す
。

　

創
業
支
援
事
業
計
画
の
認
定
を

受
け
、
創
業
検
討
段
階
か
ら
創
業

後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
ま
で
、
え

び
の
市
商
工
会
、
宮
崎
銀
行
飯
野

支
店
、鹿
児
島
銀
行
え
び
の
支
店
、

高
鍋
信
用
金
庫
加
久
藤
支
店
と
連

携
し
、
支
援
し
ま
す
。

※
「
創
業
支
援
事
業
計
画
」
と
は

産
業
競
争
力
強
化
法
に
お
い
て
民

間
の
創
業
支
援
者
（
地
域
金
融
機

関
、
商
工
会
等
）
と
連
携
し
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
の
相
談
窓
口
の
推
進
、

創
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
等
の

創
業
支
援
を
実
施
す
る
計
画
の
こ

と
で
す
。

〇
特
定
創
業
支
援
事
業

　
「
経
営
」・「
財
務
」・「
人
財
育

成
」・「
販
路
開
拓
」
の
4
項
目
の

知
識
が
習
得
で
き
る
継
続
的
な
支

援
事
業
で
す
。

　

こ
の
計
画
で
は
、
え
び
の
市
商

工
会
が
実
施
す
る
「
え
び
の
創
業

塾
」
が
特
定
創
業
支
援
事
業
と
な

り
ま
す
。

〇
え
び
の
創
業
塾　

　

え
び
の
市
商
工
会
が
実
施
主
体

と
な
り
、
創
業
・
起
業
・
独
立
開
業

の
第
一
歩
と
し
て
、「
え
び
の
創

業
塾
」
を
行
い
ま
す
。

　
「
え
び
の
創
業
塾
」
で
は
、
創
業

の
準
備
・
初
期
段
階
に
必
要
な
知

識
の
習
得
や
、
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン

の
磨
き
上
げ
、
起
業
家
マ
イ
ン
ド

の
育
成
な
ど
を
と
お
し
て
、
皆
さ

ん
の
起
業
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

【
開
催
場
所
】

え
び
の
市
商
工
会
2
階
研
修
室

【
対
象
者
】
創
業
予
定
の
人
、
創
業

後
5
年
未
満
の
人
、
第
2
創
業
、

新
事
業
展
開
を
考
え
て
い
る
人

※
原
則
す
べ
て
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
受
講
で
き
る
人

【
日
程
】
下
の
表
の
と
お
り

【
受
講
料
】
無
料

【
定
員
】
30
人

【
申
込
方
法
】
受
講
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
え
び
の

市
商
工
会
に
直
接
持
参
す
る
か
、

回数 開催日時 テーマ 講師

第 1 回 6 月 19 日（日）

9：00 ～ 9：30 オリエンテーション 商工会

9：30 ～ 16：30

創業に向けての基礎知識、
創業ビジョンとビジネスモ
デル、ビジネスプランの作
成準備

株式会社オリナス
代表取締役　谷口行利氏

第 2 回 6 月 26 日（日） 9：00 ～ 16：00
マーケティングの基礎知識、
販売促進、営業、販売戦略、
店舗レイアウト

（株）NETVision
代表取締役　児玉孝之氏

第 3 回 7 月 3 日（日） 9：00 ～ 16：00
マーケティングの基礎知識、
販売促進、営業、販売戦略、
店舗レイアウト

（株）NETVision
代表取締役　児玉孝之氏

第 4 回 7 月 10 日（日）

9：00 ～ 14：00
創業に必要な会計知識、創
業に必要な諸手続き、税金
について

山下惠朗税理士事務所
山下惠朗氏

14：00 ～ 16：00 人を雇用するためのルール 福留社会保険労務士事務所
福留重實氏

16：00 ～ 18：00 資金調達と公的支援制度に
ついて

株式会社オリナス
代表取締役　谷口行利氏

第 5 回 7 月 17 日（日） 9：00 ～ 17：00 ビジネスプランの作成、発
表

株式会社オリナス
代表取締役　谷口行利氏

●えびの創業塾日程表

●特定創業支援事業の支援内容

〇市内で会社を設立する際の登録免許税が軽減されます。※会社とは、株式会社、合名会社、合資会社、合同会社を指
します。
　・株式会社または合同会社の場合、資本金の 0.7%　⇒　0.35%
　※株式会社の最低税額 15 万円の場合は 7.5 万円、合同会社の最低税額 6 万円の場合は 3 万円の軽減
　・合名会社または合資会社は、1 件につき登録免許税が 3 万円に軽減されます。

〇無担保、第三者保証人なしの創業関連保証の枠が 1,000 万円から 1,500 万円に拡充されます。

〇通常は創業 2 カ月前から対象となる創業関連保証の特例が事業開始の 6 カ月前から利用できます。

〇新創業融資制度の自己資金要件を充足したものとして、利用することが可能です。別途、審査を受ける必要がありま
す。

〇えびの市創業支援利子補給補助金交付要綱に基づく、包括的連携協定を締結した金融機関から融資を受けた場合に利
子分の補給補助金が最大 2 年間交付されます。

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し

込
む

【
申
込
締
切
】
6
月
10
日
（
金
）

【
申
込
先
】
え
び
の
市
商
工
会

☎
35
‐
１
５
４
４

フ
ァ
ッ
ク
ス 

35
‐
２
６
４
４

〇
創
業
塾
を
受
け
た
人
へ
の
特
例

　

特
定
創
業
支
援
事
業
に
よ
る
支

援
を
受
け
た
人
は
、
市
が
交
付
す

る「
特
定
創
業
支
援
事
業
証
明
書
」

に
よ
り
会
社
を
設
立
す
る
際
の
登

録
免
許
税
の
軽
減
措
置
や
信
用
保

証
枠
の
拡
大
な
ど
の
特
例
が
適
用

さ
れ
ま
す
。

【
証
明
書
の
申
請
】

　

特
定
創
業
支
援
事
業
に
よ
る
支

援
を
受
け
た
人
で
、
証
明
書
が
必

要
な
人
は
、
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
市
観
光
商
工
課

企
業
誘
致
・
商
工
振
興
室
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w

.city.ebino.
lg.jp

）
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

【
交
付
条
件
】
え
び
の
創
業
塾
を

8
割
以
上
受
講
し
た
人

【
交
付
手
数
料
】
無
料

【
交
付
申
請
期
限
】
特
定
創
業
支

援
事
業
を
受
け
た
最
終
の
日
か
ら

２
年
以
内

　

詳
し
く
は
、
観
光
商
工
課
企
業

誘
致
・
商
工
振
興
室
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
市
観
光
商
工
課
企
業
誘
致
・
商

工
振
興
室

☎
35
‐
１
１
１
１
（
内
線
３
３
４
）
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全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で

は
、
６
月
１
日
を
「
人
権
擁
護
委

員
の
日
」
と
定
め
、
全
国
各
地
で

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
人
に
人
権

へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
啓
発

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
市
役
所
内
に
特
設
人

権
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

同
相
談
所
で
は
、
法
務
大
臣
の
委

嘱
を
受
け
た
人
権
擁
護
委
員
が
人

権
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。

　

相
談
内
容
に
つ
い
て
は
、
秘
密

を
守
り
ま
す
。相
談
は
無
料
で
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
特
設
人
権
相
談
所

【
開
設
日
】
毎
月
第
1
水
曜
日　

（
5
月
・
1
月
は
第
2
水
曜
日
）

【
時
間
】
午
前
10
時
～
午
後
３
時

【
場
所
】
市
役
所
本
庁
2
階
（
2

‐
1
会
議
室
）

※
相
談
は
、
事
前
に
予
約
も
で
き

ま
す
。相
談
を
希
望
す
る
場
合
は
、

市
総
務
課
人
権
啓
発
室
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。　

問
市
総
務
課
人
権
啓
発
室

☎
35
‐
１
１
１
１
（
内
線
３
５
０
）

相
談
く
だ
さ
い
人
権
の
こ
と

６
月
１
日
は
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

昨年 6 月に行われた人権啓発活動

災
害
へ
の
準
備
を
忘
れ
ず
に

大
雨
や
台
風
に
よ
る
災
害
の
季
節
に
な
り
ま
す

委嘱状を受け取る斉藤隊員

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
が
3

人
、
新
た
に
着
任
し
ま
し
た
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
都
市

住
民
な
ど
地
域
外
の
人
材
を
地
域

社
会
の
新
た
な
担
い
手
と
し
て
受

け
入
れ
、
地
域
力
の
維
持
・
強
化

を
図
る
も
の
で
す
。

　

今
回
採
用
さ
れ
た
の
は
、
農
業

の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
で
す
。

佐
賀
県
出
身
の
宮
﨑
浩
司
さ
ん
、

大
阪
府
出
身
の
宮
﨑
世よ

り

こ

里
子
さ

ん
、
神
奈
川
県
出
身
の
斉
藤
界か

い

さ

ん
が
着
任
し
ま
し
た
。

　

宮
﨑
浩
司
・
世
里
子
隊
員
は
夫

婦
で
着
任
し
、「
一
日
も
早
く
仕

事
を
覚
え
て
、
地
域
の
催
し
ご
と

な
ど
に
も
積
極
的
に
参
加
し
た
い

で
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。
斉

藤
隊
員
は「
先
輩
隊
員
に
負
け
な

い
よ
う
に
、
し
っ
か
り
と
学
び
た

い
で
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

新
し
い
隊
員
は
、
早
く
地
域
に

溶
け
込
み
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
支
援
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
市
畜
産
農
政
課
担
い
手
対
策
係

☎
35
‐
１
１
１
１

（
内
線
２
２
１
・
２
２
９
）

農
業
の
担
い
手
と
し
て

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
が
3
人
着
任

宮﨑浩司隊員と宮﨑世里子隊員

　

4
月
14
日
に
、
熊
本
地
震
が
発

生
し
ま
し
た
。
余
震
は
５
月
６
日

現
在
で
、
１
２
０
０
回
を
超
え
、

避
難
者
は
２
万
人
近
く
い
ま
す
。

市
で
は
、
被
災
地
か
ら
の
要
請
に

対
し
て
救
援
物
資
の
搬
送
や
、
市

民
か
ら
の
救
援
物
資
の
受
付
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。

　

地
震
は
い
つ
発
生
す
る
か
分
か

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
の

季
節
は
、
大
雨
や
台
風
に
よ
る
洪

水
や
土
砂
災
害
な
ど
が
発
生
し
や

　「非常持出品」は、災害発生時に持ち出すべき「第 1
次持出品」と、災害復旧までの数日間（最低 3 日分）
に必要な「第 2 次持出品」に分類することができます。
水道、電気、ガスなどすべてのライフラインが止まっ
た場合を想定して自分にあった重さのものを準備しま
しょう。

非常持出品（例）
印鑑、現金、救急箱、預金通帳、懐中
電灯、ライター、ろうそく、ナイフ、
衣類、手袋、インスタントラーメン、
ラジオ、食品、常用薬
など

■災害に備え、非常持出品の準備を

す
く
な
り
ま
す
。
風
水
害
か
ら
身

を
守
る
た
め
、
大
雨
や
台
風
な
ど

気
象
の
変
化
に
日
ご
ろ
か
ら
関
心

を
持
ち
、
事
前
に
避
難
場
所
や
避

難
経
路
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

【
土
砂
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
】

　

大
雨
が
原
因
の
が
け
崩
れ
、
土

石
流
、
地
す
べ
り
等
の
土
砂
災
害

は
一
瞬
で
人
の
命
を
奪
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
土
砂
災
害
が
発
生
す

る
恐
れ
が
あ
る
場
所
は
、
土
砂
災

害
警
戒
情
報
な
ど
に
注
意
を
払
っ

て
く
だ
さ
い
。

【
正
確
な
情
報
を
確
認
す
る
】

　

大
雨
や
台
風
は
、
襲
来
時
期
や

規
模
が
気
象
情
報
な
ど
で
予
測
で

き
ま
す
。
最
新
の
気
象
情
報
を
テ

レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
で
確
認
し
、
注
意
報
や
警

報
に
注
意
を
払
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
危
険
を
感
じ
た
ら
自
主
避
難
】

　

災
害
時
の
避
難
情
報
は
３
段
階

に
分
か
れ
て
発
令
さ
れ
ま
す
。
避

難
準
備
を
促
す
「
避
難
準
備
情

報
」、
避
難
を
促
す
「
避
難
勧
告
」、

さ
ら
に
状
況
が
悪
化
し
、
避
難
す

べ
き
時
期
が
切
迫
し
た
場
合
の

「
避
難
指
示
」
で
す
。

　

避
難
情
報
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
防
災
行

政
無
線
や
広
報
車
等
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
が
、
避
難
勧
告
や
避
難
指

示
等
の
避
難
情
報
が
出
て
い
な
く

て
も
、
危
険
を
感
じ
た
場
合
は
速

や
か
に
自
主
避
難
を
し
て
く
だ
さ

い
。

飲料水を熊本市へ搬送しました

市民の皆さんから集まった救援物資

問市基地・防災対策課 基地・防災対策係　☎35-1111（内線313）
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4
月
28
日
、
市
内
小
中
学
校
で
「
元

気
！
え
び
の
っ
子
ふ
る
さ
と
給
食
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
給
食
は
、
食
育
の
促
進
や
児
童

生
徒
に
口
蹄
疫
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
な

い
た
め
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

給
食
に
は
、
え
び
の
産
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ

食で口蹄疫を振り返る
元気！えびのっ子ふるさと給食

や
え
び
の
産
牛
肉
を
使
用
し
た「
焼
肉
」

な
ど
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

給
食
を
食
べ
た
加
久
藤
小
学
校
5
年

1
組
の
児
童
た
ち
は
「
焼
肉
は
、
牛
肉

が
や
わ
ら
か
く
て
、
と
て
も
お
い
し

か
っ
た
で
す
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま

し
た
。

　

4
月
14
日
、
飯
野
地
区
茶
屋
平

の
国
道
で
、
春
の
交
通
安
全
街
頭

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
は
、
交
通
安

全
協
会
、
交
通
指
導
員
会
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ひ
ま
わ
り
、
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
な
ど
8
団
体
、
約
60

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
チ

ラ
シ
と
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
な
ど
を
配

り
、「
交
通
事
故
を
起
こ
さ
な
い

よ
う
、
安
全
に
気
を
付
け
て
運
転

を
し
て
く
だ
さ
い
」
と
呼
び
か
け

て
い
ま
し
た
。

　

4
月
12
日
、
市
文
化
セ
ン
タ
ー

で
、
平
成
28
年
度
小
・
中
学
校
教

職
員
新
任
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
任
式
に
は
、
今
年
度
新
た
に

え
び
の
市
の
教
職
員
に
な
っ
た
32

人
（
校
長
4
人
、
教
頭
3
人
、
教

諭
11
人
、
栄
養
教
諭
1
人
、
養
護

教
諭
1
人
、
講
師
11
人
、
事
務
主

査
1
人
）
が
参
加
し
ま
し
た
。
新

任
教
職
員
を
代
表
し
て
、
湯
浅
正

博
校
長
（
加
久
藤
中
）
は
、「
時
代

の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
教
育
に
取
り

組
み
、
子
ど
も
や
市
民
の
信
頼
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
ま
す
」

と
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

春の交通安全街頭キャンペーン

交通安全を呼びかける
小・中学校教職員新任式

32人の先生がえびの市に

　

5
月
4
日
、
末
永
地
区
で「
田

の
神
ま
つ
り
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

末
永
地
区
で
は
、
五
穀
豊
穣
を

願
っ
て
毎
年
こ
の
日
に
行
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
つ
り
で
は
、
地
区
内
に
あ
る

田
の
神
さ
あ
の
１
年
間
の
汚
れ
を

落
と
し
、
白
や
赤
、
黒
色
の
ペ
ン

キ
で
化
粧
直
し
を
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
田
の
神
さ
あ
を
ト
ラ
ク

タ
ー
の
荷
台
に
乗
せ
、
地
区
内
を

パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。

　

パ
レ
ー
ド
終
了
後
、
地
域
の
人

は
、
田
の
神
さ
あ
を
囲
ん
で
、
親

睦
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

4
月
29
日
、
宮
崎
市
で
行
わ
れ
た

「
み
や
ざ
き
国
際
ス
ト
リ
ー
ト
音
楽
祭

２
０
１
６
」に
劇
団
え
び
の
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
が
出
演
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
一
人
で
も
多
く
の
人
に
一

流
の
音
楽
に
触
れ
て
も
ら
い
、
県
民
自

ら
の
参
加
に
よ
る「
音
楽
の
日
」を
創
造

末永地区で「田の神まつり」

今年も五穀豊穣を願って

ミュージカルでえびのをPR
みやざき国際ストリート音楽祭2016

し
よ
う
と
宮
崎
市
中
心
市
街
地
で
毎
年

行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

同
音
楽
祭
に
え
び
の
市
の
団
体
が
出

演
し
た
の
は
初
め
て
の
こ
と
で
、
独
唱

を
披
露
し
た
西
村
泉
太
朗
さ
ん（
13
歳
）

は「
気
持
ち
よ
く
歌
え
ま
し
た
」と
話
し

て
い
ま
し
た
。　

　

4
月
23
日
、
え
び
の
エ
コ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

で
、
霧
島
山
安
全
祈
願
祭
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
安
全
祈
願
祭
に
は
、

登
山
愛
好
家
や
関
係
者
ら
約
50
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

安
全
祈
願
祭
で
は
、
登
山
客
の

安
全
を
願
っ
て
神
事
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
参
加
者
に
は
、
白
鳥

温
泉
上
湯
や
下
湯
な
ど
で
使
用
で

き
る
入
浴
無
料
券
等
が
配
ら
れ
ま

し
た
。
当
日
、
高
原
一
帯
は
気
温

が
低
か
っ
た
で
す
が
、
参
加
者
は

韓
国
岳
頂
上
を
目
指
し
て
元
気
に

出
発
し
て
い
ま
し
た
。

霧島山安全祈願祭

登山客の安全を願う
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時
代
と
と
も
に
、
胃
の
検
査
が
発
達

し
、
胃
が
ん
の
検
診
を
1
～
3
年
以
内

に
受
診
し
た
人
は
し
な
か
っ
た
人
と
比

べ
て
死
亡
率
が
減
少
し
た
と
い
う
調
査

結
果
が
出
ま
し
た
。そ
の
調
査
結
果
を

受
け
て
、
毎
年
受
診
で
き
て
い
た
胃
が

ん
検
診
が
、
次
の
と
お
り
変
わ
り
ま
す
。

【
平
成
28
年
度
か
ら
の
市
の
胃
が
ん
検

診
】

①
50
歳
以
上
の
人
は
、
2
年
に
1
回
偶

数
年
齢
の
人
が
対
象

②
ク
ー
ポ
ン
券
対
象
の
人
は
胃
透
視
か

必
要
に
な
っ
た
際
、
胃
内
視
鏡
検
査
が

必
要
で
す
。

●
胃
内
視
鏡
検
査

　

胃
の
中
が
よ
く
分
か
り
、
小
さ
な
病

変
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。し

か
し
、
検
査
に
時
間
が
か
か
り
、
胃
全

体
の
形
や
大
き
さ
、
位
置
が
確
認
で
き

ま
せ
ん
。

　

胃
が
ん
は
早
期
発
見
で
97
％
以
上
が

治
り
ま
す
。
早
期
が
ん
な
ら
、
胃
を
取

ら
ず
に
胃
内
視
鏡
で
が
ん
細
胞
だ
け
を

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。定
期
的
に
胃

が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。　

文
：
市
健
康
保
険
課 

徳
丸
保
健
師

いきいき! 健康
H e a l t h y  L i f e

定
期
的
に
胃
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

胃
内
視
鏡
検
査
か
選
べ
ま
す
。対
象
の

人
に
は
5
月
下
旬
ご
ろ
、
ク
ー
ポ
ン
券

を
送
付
す
る
予
定
で
す
。

　

胃
透
視
検
査
と
胃
内
視
鏡
検
査
は
次

の
と
お
り
違
い
が
あ
り
ま
す
。交
互
に

受
け
る
と
、
胃
の
病
気
を
早
期
発
見
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
胃
透
視
検
査

　

検
査
は
短
時
間
で
済
み
、
胃
全
体
の

形
や
大
き
さ
、
所
見
の
場
所
が
分
か
り
、

胃
表
面
に
現
れ
て
い
な
い
が
ん
を
発
見

で
き
ま
す
。
し
か
し
、
詳
し
い
検
査
が

○
買
う
前
に
、
家
族
や
知
人
に
相
談

○
印
鑑
は
、
契
約
内
容
を
確
か
め
て

○
契
約
書
や
領
収
書
を
必
ず
受
け
取
る

○
困
っ
た
ら
相
談
窓
口
に
相
談

「
く
ら
し
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
に
相
談

を
希
望
す
る
場
合
は
、
市
民
環
境
課
・

生
活
環
境
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

お
近
く
の「
く
ら
し
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」

を
紹
介
し
ま
す
。

○
市
民
環
境
課
生
活
環
境
係

☎
35
‐
1
1
1
1
（
内
線
2
8
6
）

○
宮
崎
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
都
城
支

所
☎
0
9
8
6
‐
24
‐
0
9
9
9

　
文
：
市
民
環
境
課
生
活
環
境
係

くらしのメモ
N o t e  o f  L i v i n g

「
く
ら
し
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」に
相
談
を

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
、
消
費
生
活
に

関
す
る
こ
と
で
思
わ
ぬ
ト
ラ
ブ
ル
に
巻

き
込
ま
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
「
く
ら
し
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
は
、
そ

ん
な
皆
さ
ん
の
消
費
生
活
に
関
す
る
ト

ラ
ブ
ル
な
ど
を
中
立
な
立
場
か
ら
解
決

に
向
け
て
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

相
談
内
容
に
よ
っ
て
、
直
接
助
言
を

行
っ
た
り
、
関
係
機
関
へ
連
絡
を
行
い

そ
の
連
絡
結
果
を
相
談
者
に
回
答
し
た

り
と
、
皆
さ
ん
の
お
悩
み
を
解
決
へ
と

導
い
て
い
ま
す
。

　

現
在
え
び
の
市
内
に
は
、３
人
の「
く

ら
し
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
が
い
ま
す
。

消
費
生
活
に
関
す
る
こ
と
で
お
困
り
の

人
は
、
１
人
で
悩
ま
ず
に
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
今
年
度
の
「
く
ら

し
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
は
、
小
牟
田
由

美
さ
ん
（
真
幸
地
区
）、
中
堀
ふ
じ
子
さ

ん
（
飯
野
地
区
）、
奥
松
常
子
さ
ん
（
加

久
藤
地
区
）
で
す
。

◎
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
に
は

○
う
ま
い
話
に
は
近
づ
か
な
い

○
勇
気
を
持
っ
て
断
る

110 だより

119 だより

えびの警察署 ☎ 33 ‒0110

えびの消防署 ☎ 33 ‒6119

7月の交通事故発生状況
人 身 6件 本年累計 65件
物 件 25件 本年累計 195件

　

市
か
ら
の
委
託
を
受
け
、
市
内
4
カ

所
（
西
部
・
中
部
・
南
部
・
東
部
）
に
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
回
は
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
の
業
務
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
高
齢
者

実
態
把
握
調
査
」
に
つ
い
て
紹
介
を
し

ま
す
。

　
「
高
齢
者
実
態
把
握
調
査
」
と
は
、
市

内
在
住
の
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
人
を

対
象
と
し
て
、
個
別
に
訪
問
し
、
健
康

状
態
や
生
活
状
況
の
確
認
な
ど
を
行
う

も
の
で
す
。

　

い
ろ
い
ろ
と
話
を
聞
い
て
、
生
活
を
送

る
中
で
の
困
り
ご
と
を
確
認
し
た
と
き

は
、市
で
実
施
し
て
い
る
公
的
福
祉
サ
ー

ビ
ス
や
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介
を

行
い
、
必
要
に
応
じ
て
申
請
代
行
な
ど

を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
課
題
の

把
握
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
も
と
へ
、
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
訪
問
し
た
時
は
、

気
兼
ね
な
く
相
談
や
お
話
を
し
て
く
だ

さ
い
。

○
東
部
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
33
‐
2
3
7
7
（
さ
く
ら
苑
内
）

○
南
部
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
25
‐
3
2
2
2
（
ほ
う
よ
う
内
）

○
中
部
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
35
‐
0
0
6
6
（
ふ
れ
あ
い
館
内
）

○
西
部
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
37
‐
3
0
8
5
（
え
び
の
涼
風
苑
内
）

　
　
　

文
：
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

住み慣れた場所で安心して暮らすために

あんしんねっと
A r e a  c o m p r e h e n s i v e  s u p p o r t

「
高
齢
者
実
態
把
握
調
査
」に
協
力
を

振り込め詐欺に注意を

日常から万全な対策を

平成 28 年 4 月 14 日熊本地震が発生し、甚大な被
害を及ぼし多くの人が被災しました。突然の地

震に備えて、次のような対策をとりましょう。
・地震により、玄関が開かないことがあるので、自
宅から外への避難経路は複数のルートを考える。

・就寝時に地震が起こることもあるので、枕元には
懐中電灯、スリッパなどを用意する。

・タンスや棚は金具などで固定し、引き出しや観音
開きの扉にはストッパーなどを取り付ける。

・ガラス扉にはガラス飛散防止フィルムを張る。
・非常食は最低 3 日分の水・食料等を用意する。
　地震に限らず風水害でも同様な対策が必要です。

宮 崎 県 内 で は 、振 り 込 め 詐 欺 の 被 害 に 遭 う 人
が い ま だ に 後 を 絶 ち ま せ ん 。最 近 で は 、災

害 支 援 の 義 援 金 を 募 集 し 、指 定 の 銀 行 口 座 に 振
り 込 ま せ る よ う と す る な ど 手 口 が 巧 妙 化 し て い
ま す 。
　 被 害 に 遭 わ な い よ う に 次 の こ と に 気 を 付 け ま
し ょ う 。

・電 話 が か か っ て き て も あ わ て な い 。
・家 族 、知 人 、警 察 に 相 談 す る 。
・相 談 せ ず に 、振 り 込 み や 入 金 を し な い 。
・振 り 込 み 、送 金 す る 前 に 冷 静 に な っ て 考 え る 。
　 自 分 だ け は 詐 欺 に 遭 わ な い と 思 わ な い で く だ
さ い 。

4月の活動状況
［えびの消防署管内］

火 災 0件 年 計 3件
救 急 80件 年 計 288件

110 だより

119 だより

えびの警察署 ☎ 33 ‒0110

えびの消防署 ☎ 33 ‒6119

4月の交通事故発生状況
人 身 8件 本年累計 27件
物 件 23件 本年累計 112件

西部在宅介護支援セン
ター職員
久保賢優（くぼまさと
し）さん
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（短歌）竹下妙子さん☎ 37 ｰ 3056　（俳句）松山良文さん☎33 ｰ 4904　（詩）ポエム同好会（石井高子さん）☎ 33 ｰ 0010まで

心の一首一句 あなたもつくってみませんか。

次
々
と
日
を
刻
む
ご
と
花
ば
な
の

色
変
り
つ
つ
香
り
た
ち
く
る

原
田
　
岡
本
克
子

　
風
薫
る
五
月
は
ま
ば
ゆ
い
ば
か
り
の
青
葉
若
葉
の
目
に
沁
み
る
よ
う
な
は
つ
夏
の
彩
と
な
り
、

花
々
は
競
う
が
ご
と
く
咲
き
盛
る
。風
や
光
や
花
を
眺
め
つ
つ
、
四
月
の
震
災
に
想
い
を
馳
せ
な

が
ら
、
平
穏
な
日
々
。そ
の
無
事
を
有
難
い
も
の
と
思
う
作
者
の
繊
細
な
心
根
の
表
れ
た
詠
で
あ

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
　
　（
評
：
竹
下
妙
子
）

短
歌曲

折
の
　
人
あ
づ
け
た
り
　
雲
の
峰

　
栗
下
　
宮
﨑
キ
ヨ
子

　
主
治
医
に
数
回
身
内
に
連
絡
し
て
下
さ
い
と
言
わ
れ
て
、
又
甦
え
る
。介
護
五
か
ら
三
、
二
と

な
り
、
土
、
日
の
夜
中
低
血
糖
を
お
こ
し
家
族
の
心
臓
は
ド
キ
ド
キ
す
る
。今
、
夏
雲
の
点
と
線

の
中
に
あ
づ
け
て
果
た
し
て
何
と
考
え
る
か
?

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
自
註
）

俳
句詩何

が
大
切

飯
野
町
　
石
井
高
子

　
朝
が
来
て
　
夜
が
来
る
　
何
で
も
な
い
何
時
も
の
生
活

そ
れ
が
　
ど
ん
な
に
大
切
で
幸
せ
だ
っ
て
思
う
事
が

難
し
い
ん
だ
よ
ね
・
・
・
だ
っ
て
　
人
間
欲
張
り
だ
か
ら

　
朝
が
来
て
　
夜
が
来
な
か
っ
た
ら
・
・
・

そ
う
思
う
人
な
ん
て
　
居
な
い
よ
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空き家対策特別措置法（空き家特措法）が平成27年2月26日
に一部施行、平成27年5月26日に完全施行されました。

　この本は、空き家問題の原因、空き家発生のメカニズムなど、
空き家に関する現状を伝えています。
　また、空き家を所有している人に、空き家の管理や解体、
有効活用方法などについて、専門家がわかりやすく解説して
います。

あなたの空き家問題

上田真一／著
（日本経済新聞出版社）

タイトルからは何のことやら想像もつかないのですが、
読むと温かい気持ちを思い出せる一冊です。

　絵本大賞上位に選ばれたものうなずけます。エンさんと
ファンファンの生活が単調な絵で、少しずつ変化していく
のも子どもにもわかりやすくて良いと思います。内容は大
人も感動する内容ですので、ぜひ親子で読んでください。
読み聞かせの一冊にもお薦めです。

いしゃがよい

さくらせかい／著
（福音館書店）

◎お知らせ

6月14日～ 23日は休館日です
※図書館は、蔵書点検と本の棚卸しのため、6月14日

（火）から23日（木）まで休館日となります。
　図書館利用者には、ご迷惑をおかけしますが、ご協力
をお願いします。

土曜シネマ
●日時＝6月11日（土）午後1時30分～
●場所＝学習室
●参加料＝無料
●内容＝チップとデール 　リスの山小屋合戦（子ども
向け）※変更になる場合があります。

えびの市民図書館
☎35-0242  http://www.e-tosho.com/ebino/index.html

おすすめの一冊

■開館時間■　火曜日～土曜日／午前9時～午後7時　日曜日・祝日／午前9時～午後5時 
■休 館 日■　毎週月曜日（祝日法に定める休日と重なった場合はその翌日）　

○「鹿児島あるある」　清水 照美 著　TOブックス
○「子どものネット依存」　遠藤 美季 著　かもがわ出版
○「アンネのバラ」　國森 康弘 文　講談社
○「みやざきの野鳥図鑑」　中村 豊 他 著　鉱脈社
○「羊と鋼の森」　宮下 奈都 著　文藝春秋

※おはなし会：乳幼児10：30 ～ 11：00、4歳以上11：00 ～ 11：30
※移動図書館巡回：①「飯野駅前地区体育館→飯野出張所」②「麓橋団地→
自衛隊官舎」③「岡元小学校→市立病院→さくら苑」④「老人福祉センター」
⑤「飯野地区コミュニティセンター→警察署官舎」

◎6月のスケジュール
月間行事 特別整理期間（6月14日～ 23日）

1 水 移動図書館車巡回① 14：05 ～ 15：15

3 金 移動図書館車巡回② 15：30 ～ 16：30

4 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30

6 月 休館日

8 水 移動図書館車巡回③ 13：20 ～ 15：15

9 木 移動図書館車巡回④ 15：30 ～ 15：55

10 金 移動図書館車巡回⑤ 14：05 ～ 15：15

11 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30

土曜シネマ 13：30 ～

13 月 休館日

14 火 ブックスタート（1歳児に絵本配布）

24 金 喫茶ふら～っと 9：45 ～ 11：00

パン・野菜・手芸品等の販売 9：45 ～ 11：00

25 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30

27 月 休館日

29 水 移動図書館車巡回① 14：05 ～ 15：15

◎「最近入ったお勧め本」

環霧島会議とは、霧島山を取り巻く鹿児島・宮崎
両県の５市２町で構成され、県境を越えて連携し
地域活性化を図ります。環 霧 情 報

● 日時＝5月21日～ 6月5日 午後7時～午後9時
● 場所＝小林市出の山公園内
● 内容＝穏やかな音楽の中でホタルを鑑賞できます。普

段は立入禁止となっている水路横の歩道を期間中のみ
開放。ホタルの乱舞を間近で観ることができます。

ホタル恋まつり2016

小林市霧島市

 霧島市商工観光部観光課観光PRグループ
　☎0995-64-0895

 小林市観光協会
　☎22-8684

● 日時＝6月12日午前10時30分～
● 場所＝霧島市鹿児島神宮
● 内容＝豊作と家内安全を願って、旧暦の5月5日を過ぎ

た日曜日に奉納されます。田植え歌や田之神舞などが
奉納され、地元や近隣市町の住民が田植えをします。

鹿児島神宮御田植祭
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ヒップホップダンス初級講座参加者
募集

　市では、ヒップホップダンス初級講座（全5回）を開催
します。
　ヒップホップダンスに興味のある人は、ぜひ、ご参加
ください。みんなで楽しく踊りましょう。

【開催日】6月8日（水）、15日（水）、22日（水）、29日（水）、
7月6日（水）
※11月から1月に中級講座（全10回）の開催を予定して
います。

【場所】飯野地区コミュニティーセンター駅前分館
【時間】午後7時30分～午後9時30分
【募集対象】高校生以上の人
【募集人数】20人程度
【申込方法】社会教育課社会教育係に電話で申し込みく

ださい。
【申込期限】6月2日（木）
【準備するもの】運動のしやすい服装・靴・タオル・飲み物
申・問市社会教育課 社会教育係
☎35-1111（内線483）

えびのを学びませんか「市民大学」

　市では、第6期市民大学受講生を募集します。“えびの
市を知る”を主なテーマに地域の歴史、文化、健康、福祉
など、年間10講座を設定。多彩な講師を市内外から招い
て幅広く学びます。

【期間】6月から平成29年3月まで、月1回程度。原則土曜
日、午前9時30分から午前11時30分に開設 ※その都度案

内します。
【会場】えびの市文化センター等
【対象者】えびの市在住の人
【定員】30人程度
【申込方法】市社会教育課社会教育指導員 西平（市文化

センタ－内）に電話で申し込みください。
【申込期限】6月10日（金）
申・問市社会教育課 社会教育指導員 西平（市文化セン
ター内）
☎35-2268（火曜日～金曜日）

予定納税（第1期分）の納税を

　平成28年度分の所得税および復興特別所得税の予定納
税（第1期分）の納税期限は、平成28年8月1日（月）です。納
期限までに金融機関または所轄税務署の窓口で納付して
ください。
　予定納税とは、前年分の所得税および復興特別所得税
の確定申告に基づき計算した予定納税基準額が15万円以
上である場合に、原則、その3分の1相当額を7月（第1期分）
と11月（第2期分）に納める制度です。
　なお、金融機関の預貯金口座から自動的に振り替える

「振替納税」を利用している人は、納期限前日までに口座
の残高を確認してください。まだ、利用していない人は、便
利な「振替納税」を、ぜひ、利用してください。
問小林税務署
☎23-3126 ※自動音声案内

記帳の仕方を指導します

　税務署では、新しく事業を始めた人や記帳の仕方が分か
らない人で、記帳方法の指導を希望する人に、指導機関に
よる会計ソフトを利用した記帳指導などを無料で行ってい
ます。
　会計ソフトを利用すれば、日々の取引内容を入力するだ
けで、簡単に記帳できます。記帳指導の希望や詳しい内容
は、最寄りの税務署にお問い合わせください。
問小林税務署
☎23-3126 ※自動音声案内
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【受診できる医療機関】実施医療機関は、申込時にお知ら
せします。※西諸管内の医療機関を予定
申・問 市健康保険課 市民健康係
☎35-1111（内線283・284）

児童虐待防止標語を募集

　厚生労働省では、児童虐待問題に対する理解を国民一
人ひとりが深め、主体的な関わりを持てるよう意識啓発
をするため、標語を募集しています。
　児童虐待の相談対応件数は依然として増加傾向にあり
ます。特に子どもの生命が奪われるなどの重大な事件が
後を絶たず、児童虐待は社会全体で解決すべき重要な問
題となっています。

【募集内容】児童虐待問題に関し、国民一人ひとりの意識
啓発を図るのにふさわしい、覚えやすい標語。

【応募資格】どなたでも応募できます。
【募集期間】6月14日(火）（当日消印有効）
【応募作品】1人につき1作品※未発表作品
【応募方法】郵便はがきに、作品と郵便番号・住所・氏名・

年齢・職業・電話番号を記入のうえ、福井県健康福祉部子
ども家庭課宛てに郵送してください。※電子メールでも
応募できます。
　詳しくは、市福祉事務所子育て支援係にお問い合わせ
ください。
申・問福井県健康福祉部 子ども家庭課 標語募集担当
☎0776-20-0341
〒910-8580 福井県福井市大手3丁目17番1号
問市福祉事務所 子育て支援係
☎35-11111（内線264）

参加しませんか「料理教室」

　市では、生涯学習の一環として、えびの産の米・野菜を
使い「おふくろの味」を伝承する料理教室を行います。今回
は、「がね」と「炊き込みごはん」などを作ります。

【日時】6月8日（水）午後7時～午後9時
【会場】市文化センター調理室
【対象者】えびの市在住の人で高校生以上

【定員】30人程度
【参加費】1人300円
【申込方法】市社会教育課社会教育係に電話で申し込みく

ださい。
【申込期限】5月31日（火）
申・問市社会教育課 社会教育係
☎35-1111（内線483）

ご協力ください
「経済センサス-活動調査」

 

 

　総務省と経済産業省は、平成28年6月1日現在で「平成
28年経済センサス ‐ 活動調査」を実施します。全国のす
べての事業所および企業が対象になります。
　調査の結果は、各種行政施策や学術研究の基礎資料と
しての利活用だけでなく、経営の参考資料として、事業
者の皆さんにも活用していただいております。
　事業者の皆さんの調査へのご理解、ご回答をよろしく
お願いします。
　調査票は、都道府県知事が任命した調査員が訪問して
直接配布するか、国が郵送します。調査員が訪問する場
合は、必ず「調査員証」または「業務委託証明書」のほか

「従事者用腕章」を身に付けていますので、安心してご回
答ください。
　「経済センサス ‐ 活動調査」をよそおった不審な訪問
者や不審な電話・電子メールなどにご注意ください。
　なお、調査に関して金品を請求することは絶対にあり
ません。不審に思ったときは、速やかに市企画課にお知
らせください。
問市企画課 政策係
☎35-1111（内線325）

人間ドックを補助します

　市では、国民健康保険加入者を対象に、健康診査（人間
ドック）を実施します。受診を希望する人は、市役所本庁
健康保険課医療保険係の窓口で申し込みください。

対象者
35 ～ 74歳までの国民健康保険加入者

（ただし、市税および保険税を納期までに全額納付し
ている世帯の人）

申込期間・場所

6月1日（水）～ 3日（金）
午前8時30分～午後7時
市役所本庁1-1会議室

6月6日（月）～ 12月22日（木）
午前8時30分～午後5時15分
市健康保険課医療保険係窓口

定員
300人
※先着順で定員に達し次第、終了。昨年度は、申込開
始から3日程度で定員に到達。

受診期間 6月1日（水）～平成29年1月31日（火）

持参物
認め印鑑（世帯主のもの）、国民健康保険被保険者証、
特定健診受診券（40歳以上の人のみ）

自己負担費用

6,528円（受診費用31,528円－市補助額25,000円）
人間ドック受診の際に支払いください。
※平成28年4月1日から平成29年3月31日の間に40歳
になる人は無料（全額補助となります）

検査項目
胸部レントゲン、胃透視または胃カメラ、便潜血、貧
血検査、心電図、特定健診と同じ検査項目

注意事項
・特定健康診査、脳ドックとの重複受診はできません。
・40歳以上の人は、申し込みの際に、5月末に郵送する
特定健診受診券（黄色）を回収します。

【受診できる医療機関】
えびの市立病院☎33-1023、えびのセントロクリニック☎33-5777、え
びの第一クリニック☎33-0148、若葉クリニック☎33-3838、前田医院
☎35-1151、京町共立病院☎37-1011、いしざわ循環器内科☎33-1438、
渡辺医院☎37-1109

※人間ドック申し込み後、医療機関に必ず事前予約をお願
いします。
申・問市健康保険課 医療保険係
☎35-1111（内線273）

脳ドックを補助します

　市では、脳の疾患の早期発見、早期治療を目的に、次

の人を対象に脳ドックを実施します。受診する人に対し
て、検査費用の一部または全部を助成します。

対象者

えびの市に住所があって、平成 28 年 4 月 1 日から
平成 29 年 3 月 31 日までに 41 歳、46 歳、51 歳、56 歳、
61 歳になる人。
ただし、次のいずれかの該当者を除く。

・市税を納期までに完納していない人がいる世帯の
人

・国民健康保険税を納期までに完納していない人が
いる世帯の人

・特定健康診査、国民健康保険加入者対象の人間ドッ
クの受診者

・医療機関で脳疾患等治療中の人
・加入医療保険で補助制度のある人
・受診日に、えびの市に住所のない人

申込期間・場所

6月1日（水）～ 3日（金）
午前8時30分～午後7時
市役所本庁1-1会議室

6月6日（月）～
午前8時30分～午後5時15分
市健康保険課医療保険係窓口

定員
125 人程度
※先着順で定員に達し次第、終了

受診期間 6月1日（水）～平成29年1月31日（火）

持参物

認め印鑑（本人のもの）、健康保険被保険者証（生
活保護世帯の人は除く）、特定健康診査受診券（国
民健康保険の人のみ）または健康診査受診券（生活
保護世帯の人のみ）※ 5 月末に送付

助成金額
・脳ドック単独受診の場合　21,000 円
・えびの市国民健康保険の特定健康診査と同時受診
の場合　19,000 円

自己負担費用

・脳ドック単独受診の場合　8,592 円
・えびの市国民健康保険の特定健康診査と同時受診
の場合　7,546 円
※自己負担額は、脳ドック受診時、医療機関にて支
払う。ただし、生活保護世帯の人は無料

検査項目

頭部 MRI・頭部 MRA ・頸部エコー・問診・腹囲・身
長・体重・BMI・血圧・総合診断　
※えびの市国保の人で特定健診と同時受診の場合
は、上の検査項目に加え、血液検査（中性脂肪・
HDL コレステロール・LDL コレステロール・GOT・
GPT・γ GTP・血清クレアチニン・尿酸・空腹時血糖・
ヘモグロビン A1c）、尿検査（尿糖・尿蛋白・尿潜血）
を実施

注意事項

・えびの市国民健康保険の人間ドックとの重複受診
はできません。

・国民健康保険被保険者および生活保護世帯の人は、
脳ドックと併せて特定健診を受けてください。
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田 の 神まつりの取 材に行ってきました 。参 加していた
地 区の人 たち の 数と同じくらい の カメラマ ンの 多

さに驚 きました 。（ 東 ）

4 月に入 庁して、広 報 担 当になりました 。フレッシュな
気 持 ちと 女 性らしい目 線 で、充 実した 広 報 紙 づくり

に努 めます。（ 久保 田 ）

人　口 19,476人（前月比＋358人）

男性／ 9,276人（＋273人）　女性／ 10,200人（＋85人）

転入／ 439人　転出／ 62人
出生／ 9人　死亡／ 28人

世帯数 8,751世帯（前月比＋319世帯）
（平成28年5月1日現在）

E
d
ito

r's

◎ 今月の 表 紙
　 5 月4 日に 末 永 地 区 で「 田 の 神まつ

り」が 行わ れました 。

今月の納税

軽自動車税 全期
5月31日（火）までに納めましょう。

☎35-1111（内線450）

ペットはルールを守って飼いましょ
う

　最近ペットを飼う人が増えてきました。動物の命を尊
重し、大切にすることは、誰もが守るべきことです。また、
周りの人に迷惑をかけないように飼育することが重要で
す。

（犬を飼う場合）
・犬の登録は生涯1回です。市役所で登録をお願いしま
す。

・狂犬病予防注射は、年1回必ず受けさせましょう。
・死亡したとき、所在地が変わったとき、所有者が変わっ
たとき等は、市役所に届出をしましょう。

・公共の場や私有地などへのフンの放置はマナー違反で
す。自宅へ持ち帰りましょう。

・放し飼いはやめましょう。
・繁殖を希望しない場合は、不妊、去勢の手術を受けさせ
ましょう。

（猫を飼う場合）
・室内で飼育をし、交通事故や感染症から守りましょう。
・飼いきれない命を生み出さないように不妊、去勢の手
術を受けさせることが重要です。
　ペットの正しい飼い方など知識を持ち、最後まで責任
を持って飼いましょう。
問市民環境課 生活環境係
☎35-1111（内線285・286）

宮崎県警察「ヘリコプター整備士」
募集

　宮崎県警察本部では、ヘリコプター整備士（航空整備士）

を募集しています。
【受験資格】昭和49年4月2日以降に生まれた人で、二等航

空整備士（回転翼航空機・タービン機）以上の資格を有す
る人

【試験日】7月25日（月）
【場所】宮崎県警察本部
【採用予定者数】1人
【申込受付期限】6月15日（水）※郵送の場合は、受付期限

内に必着です。
　選考試験案内は、宮崎県警察本部および県内の警察署
等で取得することができます。また、宮崎県警察本部のホー
ムページ（ http://www.pref.miyazaki.lg.jp/police/ ）にも
掲載していますので、ご確認ください。
申・問宮崎県警察本部 警務部警察課 人事係
☎0985-31-0110
☎0120-032-314（フリーダイヤル）

ご参加ください
「訓練生募集説明会」
　一般社団法人宮崎県建築業協会では、深刻な人材不足
に陥っている建設労働者の育成・確保を図るため、訓練生
募集説明会を開催します。

【対象者】離転職者、新卒者、未就職など宮崎県での就職
を希望する人、もしくは建設業に興味のある人（経験不
問）およびその保護者

【開催日時】5月26日（木）、6月9日（木）、23日（木）、8月
3日（水）　午前10時30分～午前11時30分

【会場】小林高等職業訓練校
【参加料】無料
申・問一般社団法人宮崎県建築業協会 建設労働者緊急育
成支援事業協議会
☎0985-65-5864

不法投棄監視週間

　5月30日～ 6月5日の一週間は、全国不法投棄監視週間
です。住民や事業者、行政が一体となって不法投棄の監
視や啓発活動を実施する期間です。
　不法投棄は歩行者や車の通行の妨げ、火災の恐れがあ
るなど、皆さんの安全な生活環境を脅かします。
　市では通年、不法投棄のパトロールや不法投棄多発箇
所への警告看板の設置などの対策を行っていますが、依
然として不法投棄が後を絶ちません。
　駐車場、空き地、玄関先などに物やごみを放置・散乱
させていると、新たな不法投棄を呼ぶ可能性があります。
土地を所有・管理している人は、土地や建物の周りを清
潔に保つなど、日ごろから適切な管理をしてください。
　地域で協力し合い、不法投棄のないきれいなまちを目
指しましょう。 
申・問 えびの市美化センター
☎33-5782

ご利用ください「子育て相談専用ダ
イヤル」

　子どもに関する悩みに相談員が電話相談に応じます。
ちょっとした心配ごとでも、一人で悩まずにお気軽にお
電話ください。相談内容については秘密を厳守します。

【相談内容】子育てに関する悩み、子どもの教育、親子関
係、言葉の遅れ、性格行動、不登校、しつけ、虐待など

【相談日】月曜～金曜日（祝日を除く）
【受付時間】午前9時～午後4時
【子育て相談専用ダイヤル】☎35-0732
申・問市福祉事務所 子育て支援係
☎35-1111（内線264）

児童手当の手続きをしてください

　児童手当は、中学校修了までの児童を養育している人に
支給されます。6月分以降の児童手当等を受けるには「現
況届｣ の提出が必要です。この現況届は、6月1日における
状況を記載し、手当を引き続き受けられる要件があるかど
うかを確認するためのものです。
　現況届の提出がない場合は、受給資格があっても6月分
以降の手当が受けられなくなりますので、指定する日に必
ず手続きを行ってください。

【受付日および会場】
6 月 8 日（水）、9 日（木） 飯野地区コミュニティセンター
6 月 10 日（金） 真幸地区体育館集会室

6 月 1 日（水）～ 30 日（木） 市役所本庁 2 階福祉事務所子育
て支援係窓口

【受付時間】午前9時～午後5時
※現況届の用紙が届いてから6月末までに受付会場で手続
きをしてください。
　詳しくは、市福祉事務所子育て支援係にお問い合わせく
ださい。
申・問市福祉事務所 子育て支援係
☎35-1111（内線267・269）

「コンビニ交付サービス」を一時休
止します

　システムメンテナンスため、次の日程でコンビニ交付サー
ビスを休止します。休止中はすべての証明書等の取得はで
きませんので、ご注意ください。

【更新作業日】6月4日（土）、14日（火）
【時間】午後5時30分～午後11時
問市企画課 情報係



◀

ハンミョウ

ハ
イ
キ
ン
グ
を
し
て
い
る
と
さ
ま

ざ
ま
な
昆
虫
に
出
会
い
ま
す
。

高
原
の
風
に
乗
り
羽
ば
た
く
チ
ョ
ウ
、

花
か
ら
花
へ
飛
び
交
う
ハ
チ
な
ど
が
、

か
わ
い
ら
し
い
仕
草
で
私
た
ち
の
目
を

楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

ハ
イ
キ
ン
グ
に
疲
れ
て
足
元
へ
視
線

が
向
く
よ
う
に
な
る
と
、
歩
を
進
め
る

度
に
地
表
か
ら
妙
な
虫
が
飛
び
立
つ
の

に
気
が
付
き
ま
す
。
1
～
2
m
先
に

降
り
立
ち
、
こ
ち
ら
が
近
づ
く
と
ま
た

飛
び
立
ち
と
い
う
繰
り
返
し
が
行
わ
れ

ま
す
。
ま
る
で
鬼
ご
っ
こ
を
し
て
い
る

よ
う
で
す
。
こ
の
習
性
か
ら「
道
お
し

え
」と
い
う
あ
だ
名
が
つ
け
ら
れ
て
い

る
ハ
ン
ミ
ョ
ウ
。
虹
色
の
体
色
は
本
当

に
美
し
く「
こ
の
手
に
と
っ
て
見
て
み

た
い
」と
思
っ
て
捕
ま
え
よ
う
と
し
て

も
す
ば
し
っ
こ
く
て
な
か
な
か
捕
ま
え

ら
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
不
思
議
な
こ
と
に
こ
ん
な
派

手
な
体
色
を
し
て
い
る
の
に
、
降
り

立
っ
た
場
所
か
ら
目
を
そ
ら
し
て
し
ま

う
と
ど
こ
に
い
っ
た
の
か
わ
か
ら
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
自
然
下
で
は
こ

の
派
手
な
模
様
は
絶
妙
な
迷
彩
色
に
な

る
よ
う
で
す
。

（
文
／
え
び
の
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
）

写真：ハンミョウ（撮影：平成27年10月2日）

霧島山の道案内

ハンミョウ
Cicindela japonnica Thunberg コウチュウ目オサムシ科ハンミョウ亜科

発行／えびの市役所　編集／企画課情報係　宮崎県えびの市大字栗下1292番地

☎0984‒35‒1111　URL  http://www.city.ebino.lg.jp/
平成28年5月20日発行

広報
5


